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増え続けている中小企業の廃業──。経営不振や後継者難に加え、「結婚しない経営者」の増加も心配だ。独身経営者
の「婚活」が中小企業の経営課題として浮上してきた。2016年に休業や廃業、解散した会社の数は、調査開始以降最高の
約2万9600件に上った（東京商工リサーチ調べ）。その多くを同族経営の中小企業が占める。よく指摘される理由が、経営
不振と後継者の不在だ（下図）。

中小企業の廃業が増える主な要因

だが今後、中小企業の廃業数をさらに押し上げかねない深刻な問題がある。それは「結婚しない経営者」。創業者の後を
継いだ2代目が婚期を逃すといったケースが多い。

中年独身者の増加は、日本社会全般に広がる傾向だが、中小企業経営者の場合、さらに結婚のハードルを上げる特殊要
因がいくつかある。

1つには、とにかく多忙で「婚活」の時間がない。経営に真剣な社長ほど業務に没頭し、結婚が後回しになる。もう1つは、婚
活をすると目立つこと。婚活においては経営者という特別な立場がマイナスに働く。中小企業経営者は、地元で顔が知られ
ていることが多い。だから、お見合いパーティーなどには出席しづらい。

一方、個人の生き方が尊重される昨今、一昔前のように親戚や取引先などによるお見合いの仲介は減っている。こうした問
題を解決しようと、経営者や後継者向けの婚活を事業化したのが、マリッジパートナーズ（仙台市、以下MP）だ。

MPは人材サービス業のヒューレックス（同）の子会社。ヒューレックスは地方銀行と連携し、中小企業向け人材紹介を手掛
ける。

経営者限定の結婚紹介… 続きを読む
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